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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
獣

　
　
　
　
，
乾
聾
ひ
．
㌧
獅
蕎
曳
繋
、

ら
副
潤
、
勲
鐘
軸

、
頑
、
威
縣
欝
蕪

　
　
　
　
　
潔
綴
鎚

　
　
誉
，
　
　
　
麓
懸
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
、
灘
、
欝
轟
灘

－
論
　
　
顯
騨

運動会…大平小学校

体
育
の
ま
ち

　
白
石
の
次
代
を
担
う
青
少

年
が
、
心
身
と
も
に
、
健
康

に
育
つ
と
こ
ろ
に
市
の
発
展

が
あ
り
ま
す
。

　
十
月
十
日
”
体
育
の
日
”

を
祝
し
て
、
伝
統
に
輝
く
、

白
石
市
民
体
育
大
会
も
、
第

四
十
二
回
を
迎
え
、
第
二
小

学
校
を
会
場
と
し
て
、
老
い

も
若
き
も
、
一
堂
に
会
し
、

市
制
二
十
周
年
記
念
大
会
と

し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
。　

寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ

く
り
に
秋
晴
れ
の
屋
外
に
と

び
出
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
と
お
し
て

伸
び
伸
び
と
運
動
を
し
ま
し

よ
・
つ
。
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舐灘藁糞期藁灘瓢瓢灘灘巌灘葦期灘憲瓢灘瓢藁藁憲藁期灘騨

糞みなさんの暖かい心づかいを糞
凝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　翼

難赤い羽根共同募金運動中です糞
鍵凝藁藁藁藁漿藁凝藁藁藁凝藁漿藁藁凝藁凝漿藁凝凝藁藁藁擦

F
聾

縫

　　織
　》娯隔

　　綴
　蟻憩

講
舳

．
蓬

　霧
難

10月の納税
脂
竃
獅
量
竃
嵐
鴫
茗
亀
唾
茗
言
‘
－
唾
旨
昌
茸
屡
諭

r
言
暑
f
…
ー
唖
喜
｛
毫
ξ
自
ξ
昌
ヒ
旨
唖
し

　
を
納
め
る
月
で
す
。
　
　
呵

　
　
　
　
　
　
　
　
哩

完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
　
　
”

　
市
県
民
税
第
三
期
㎎

　
　
　
　
　
　
　
　
”

国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
四

　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
や
、
民
生
婦

人
部
、
学
生
会
の
街
頭
募
金
に
よ
っ
て
、

百
二
十
三
万
五
千
円
の
寄
金
が
あ
り
、
目

標
額
の
一
〇
五
・
九
二
％
と
い
う
好
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
目
標

　
こ
と
し
の
共
同
募
金
の
目
標
額
は
、
百

二
十
六
万
三
千
円
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
気
持
が
、
よ
り
多
く
の
方

々
の
幸
せ
の
た
め
に
、
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　　　東北電力文化講演会
“これからの日本が求めるもの，，

　　　　　　草　柳　大　蔵（評論家）
“女は何を求めるか，，

　　　　　　山崎朋子（日本女性史．研究家）
と｛き　10月16日（火）午後6時

ところ白石市民会館
　　　入場無料
主催東北、電力
後　援　白石市・白石市教育委員会・白石市中央公民館

一2一

　
『
赤
い
羽
根
』
で
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
親
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
が
、
こ

と
し
も
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
”
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ

く
り
〃
”
不
幸
な
人
た
ち
の
幸
せ
〃
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
全
体
が

共
同
し
て
行
う
募
金
活
動
で
す
。

　
ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ

っ
て
、
一
入
で
も
多
く
の
入
が
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
度
の
実
績

白石市の人泊

　　48．庄．1現在

磐鞭9’764世帯

り㌧郎4ち即人1
』男　』20，駐時人ト

、匙家　　、21，鴛且人身
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千
平
方
㌶
以
上
開
発

市
と
協
議
を

市
開
発
事
業
指
導
要
綱
の
実
施
ー

蔑
盤

障脳

　
　
　
　
　
　
　
　
麗
滋

　
、
夢
乱
　
　
　
　
　
　
訴
離

議
麟
　
・
灘

湾

終
　
戸

蜜

寿山団地造成

”
明
る
く
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
守

れ
”
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在
、
市
内

に
お
い
て
も
宅
地
造
成
、
ゴ
ル
フ
場

造
成
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

乱
脈
な
開
発
事
業
に
よ
り
、
周
辺

地
域
に
災
害
を
お
よ
ぼ
す
結
果
に
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
自
然
環
境
を
破
壊
し

な
い
よ
う
に
、
ま
た
災
害
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
調
和
の
と
れ
た
健
全

な
開
発
を
行
う
た
め
、
市
に
お
い
て

市
開
発
事
業
指
導
要
綱
を
定
め
、
八

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
、
千
平
方
レ
川

以
上
の
土
地
を
開
発
す
る
と
き
は
、

市
と
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

協
議
の
対
象
は

宅
地
、
工
場
用
地
の
造
成
、
ゴ
ル

フ
場
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
建
設
な
ど

の
開
発
事
業
を
行
う
場
合
、
一
囲
の

面
積
が
千
平
方
灯
以
上
（
約
三
百
坪
）

の
と
き
は
、
開
発
事
業
等
協
議
申
出

書
を
市
長
に
提
出
し
、
市
長
の
同
意

を
得
た
う
え
で
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

非
協
力
者
に
対
す
る
処
置

こ
の
要
綱
に
協
力
し
な
か
っ
た
場

合
は
行
政
上
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

蝿
暑
影
終
簿
拳
簿
簿
讐
拳
藩
影
終
簿
終
簿
吻
、
矯
終
購

　
九
月
定
例
市
議
会
　

難
蕩
覇
蕩
蕩
蕩
蕩
蕩
鎖
蕩
蕩
蟹
篶
蕩
瘍
蕩
或
堀
蕩
恭

第
百
二
十
四
回
白
石
市
議
会
定
例

会
が
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
の
十
日
間
の
日
程
で
招
集
さ
れ
ま

し
た
。提

出
議
案
件

◎
名
誉
市
民
の
推
挙
に
つ
い
て

◎
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
◎
昭
和
四
十
七
年
度
白
石
市
水
道
事

業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

◎
白
石
市
名
誉
市
民
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
白
石
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◎
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

◎
昭
和
四
十
八
年
度
白
石
市
一
般
会

計
補
正
予
算

◎
昭
和
四
十
八
年
度
白
石
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
昭
和
四
十
八
年
度
白
石
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

◎
昭
和
四
十
八
年
度
公
営
住
宅
建
設

事
業
主
体
附
帯
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

さ
い
。な

お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
秘
書
企

画
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

禦
　
道
辮

私
達
が
案
外
気
づ
か
な
い
こ
と
で
、

日
常
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
水

を
集
め
る
と
一
日
に
五
〇
リ
ッ
ト
ル
、

月
に
一
、
五
立
方
米
、
一
年
で
は
な
ん

と
一
八
立
方
米
（
】
八
ト
ン
）
に
も

な
る
の
で
す
、
一
八
ト
ン
の
水
と
は

一
般
家
庭
で
使
う
｝
ヵ
月
分
以
上
の

水
量
な
の
で
す
。

水
道
の
水
は
、
有
効
に
使
わ
れ
て

こ
そ
尊
い
意
義
が
あ
る
も
の
で
、
無

駄
水
と
し
て
流
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

給
水
す
る
も
の
に
と
っ
て
も
、
利
用

者
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
損
な
こ
と

で
す
。
ま
た
気
づ
か
な
い
場
所
で
の

漏
水
が
あ
り
ま
す
、
水
道
メ
ー
タ
ー

を
取
り
つ
け
て
あ
る
ご
家
庭
で
は
、

こ
の
漏
水
は
水
道
メ
ー
タ
ー
で
容
易

に
発
見
出
来
ま
す
、
使
用
水
栓
を
全

部
止
め
た
状
態
で
メ
ー
タ
ー
が
進
む

か
ど
う
か
見
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

お
互
い
に
節
水
に
努
め
無
駄
水
等

を
出
さ
な
い
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
水
道
事
業
所
）

＿黛一
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巻の園育保

”
児
童
福
祉
の
充
実
”
が
叫
ば
れ
て

お
る
昨
今
。

　
社
会
経
済
や
家
庭
生
活
の
流
れ
の

な
か
で
、
幼
児
教
育
の
場
と
し
て
、

大
き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
る
保
育

園
に
焦
点
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

　
保
育
園
は
、
五
ヵ
所
あ
り
東
保
育

園
（
六
〇
名
）
南
保
育
園
（
一
二
〇

名
）
西
保
育
園
（
一
二
〇
名
）
北
保

育
園
（
五
三
名
）
越
河
保
育
園
（
五

三
名
）
計
四
〇
八
名
の
園
児
が
、
す

く
す
く
と
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

雪

駿

ヂ
膚

訴

’y

避
ぜ
，

》
ゴ

齢

諮

目
し
　
保
育
園
の
一
日

ラ
ノ園

元
気
に
登
園
す
る
子
ど
も
、
泣
き

育
な
が
ら
登
園
す
る
子
ど
も
…
…
：

保
　
　
保
育
園
に
、
あ
ず
か
っ
た
子
ど
も

ヒ
』
達
の
、
園
内
生
活
に
関
心
を
持
ち
な

　
が
ら
も
、
な
か
な
か
勤
め
の
関
係
な

　
ど
で
、
そ
の
機
会
も
み
つ
け
る
こ
と

　
の
出
来
な
い
、
ご
父
兄
に
か
わ
っ
て
、

　
保
育
園
の
一
日
を
写
真
で
、
ご
紹
介

　
し
ま
し
ょ
ケ
。

　
　
入
園
よ
り
半
年
を
過
ぎ
た
今
で
は
、

　
す
っ
か
り
保
育
園
に
慣
れ
て
、
泣
く

　
子
は
、
｝
人
も
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。

　
　
”
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
”
と

　
元
気
に
挨
拶
を
し
て
、
保
育
園
の
一

□
　
□
　
□
　
□
　
口
　
□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
口
　
］
　
］
　
］
　
］
　
［

磁・撫戚肇，

詠
　
≒

ヂ

東保育園児カラーTVに無中

騨＼

釦

』
蟹醗、’灘i鯉

　みんなゲンキ…・一越河保育園児

鱒
識

罫
“

南保育園児たのしい給食

□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
□
　
口
　
口
　
［
　
［
　
□

　餓
を
　
一

「1

矯
沸

『
蕊
帆
肖
嚢

冒
諏

『
顎

「
　　ド　　　タ
／1』謹懸

日
が
始
ま
る
。

　
す
ぐ
お
友
達
と
遊
ぶ
子
、
保
母
に

甘
え
る
子
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
無
邪
気
に
過
す
時
も
、

た
だ
無
駄
な
時
を
過
す
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
遊
び
な
が
ら
も
、
お
や
つ

を
食
べ
な
が
ら
も
、
生
活
の
き
ま
り

や
、
友
達
と
の
つ
き
あ
い
、
団
体
生

活
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
、
学

ん
で
い
ま
す
。

　
保
育
園
の
一
日
、
保
母
は
母
が
わ

り
と
な
っ
て
一
生
懸
命
に
働
い
て
お

り
ま
す
。

［
　
［
　
［
　
［
　
口
　
□

南保育園児ぐっすり午睡

嗣磯
胴
。

非
．襲

　
、
　
　
　
砒
黙
ヒ

噛
－
w

置
い

、

彰
、

　壌繊
猛纏

怪
配
“

　　t
響嘱

一

1穐

西保育園児操体の朝

口
　
［
　
ロ
　
［
　
［
　
［
　
［
　
□
　
□

一五一
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隊導ヒ
日才通交

＼ 、
鮭
、
轟

識

響
、

慨

欝誰

　製

錘

事故防止にと、市から委嘱された三十名の交通

指導隊員は、厳しい研修、路上実地訓練を受け

ながら、交通事故防止は、我々の双肩にかかっ

ておるという自覚のもとに、日頃活躍しており
ます。

　交通指導隊員の皆さんごくろうさまです。

　痛ましい交通事故は、幹線道路国道四号線か

ら、しだいに裏通りの小路にまで波及してきま
した。

　そして老人や子供たちの犠牲者が増えていま
す。

　市内で、一人でも、いや一件でも少ない交通

会老敬

　　　螂　　『卵　軸勤納

　
　
壷

劉
唱
　
嘉

か
　
噺

㍗
ー
轟

　
　
避

　　鋳

ψ舷
麟騰

艦鯉騰

橋線跨

異加

落
“

嚇
．

唖
．
講

霧「翻馨懸嚢
鑑

慧
馨

、
当

難

糧

　　　　　　　敬　老　会
　9月14日506名の方々をご招待し、市民会館

で敬老会を催しました。今年は88才の方7名、

77才の方57名の方々に、市から記念品が贈られ

ました。

　　　　街ヘ　グーンと近くなる

　　　　　一跨線橋11月着工3月完成一

　白石駅東側地区住民の待望の東北本線白

構内跨線入道橋新設工事が、11月着工49年

落成の予定です。（工費約6，000万円1）

【＿
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“
わ
た
し
た
ち
の
宮
城
県
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

　
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
、
宮
城
県
で

は
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
、
東
北
新

幹
線
な
ど
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
発

展
の
基
盤
が
着
々
と
整
備
さ
れ
動
き

は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
に

豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
建
設

”
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
”
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
”
新
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
”
を
県
民
総
参
加
の
も
と

に
進
め
る
に
あ
た
り
、
“
ふ
る
さ
と
み

や
ぎ
”
に
関
し
て
身
近
に
撮
影
し
た

作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ

○
県
民
の
明
る
く
楽
し
い
生
活
の
姿

　
（
社
会
福
社
、
環
境
保
全
、
保
健

　
衛
生
、
教
育
、
文
化
な
ど
）

○
発
展
す
る
産
業
の
姿
（
農
林
漁
業

　
商
工
業
な
ど
）

○
あ
す
を
築
く
、
県
土
づ
く
り
の
姿

　
（
港
・
空
港
・
道
路
・
鉄
道
な
ど
）

　
救
急
業
務

　
救
急
の
仕
事
は
、
主
に
交
通
事
故
な

ど
の
屋
外
の
事
故
に
出
動
す
る
の
で
す
。

　
最
近
、
屋
内
で
の
急
患
（
脳
牟
中
・

心
臓
発
作
）
の
出
動
要
請
が
多
く
な

り
、
本
来
の
救
急
活
動
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
救
急
要
請

　
救
急
隊
を
要
請
さ
れ
る
と
き
、
医

者
の
手
配
を
す
る
た
め
、
町
名
、
部

落
名
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
、
傷
病

者
の
状
態
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

o
郷
土
の
自
然
・
観
光
・
芸
能
。

○
そ
の
他
〃
ふ
る
さ
と
み
や
ぎ
〃

　
姿
を
と
ら
え
た
も
の

◆
規
　
格

　
第
一
部
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

　
　
　
　
　
ヤ
ビ
ネ
以
上
）

　
第
二
部

　
　
　
　
　
上
）

の
（
キ

白
黒
の
部
（
四
ツ
切
以

こちら119番駄饗

圏曝，麺，嘘輔
　　　　　，，』告璽翻　　『
　　■

　
　
〔
組
写
真
は
五
枚
以
内
で
継
ぎ

　
　
合
成
は
認
め
な
い
〕

◆
応
募
資
格

　》

’
5
　
　

～
ノ
’
P
　
　

P
　
　

P
　
プ
’
p
　
　

レ
一

￥氏￥W￥W

　
ア
マ
チ
ュ
ア
に
か
ぎ
る
。

◆
応
募
締
切
　
1
1
月
3
0
日

◆
応
募
上
の
注
意

①
応
募
点
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
。

②
作
品
に
は
、
画
題
、
氏
名
、
住
所

　
年
令
、
カ
メ
ラ
、
フ
ィ
ル
ム
、
撮

　
影
月
日
、
絞
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
速

　
度
、
被
写
体
に
つ
い
て
の
簡
単
な

　
説
明
を
作
品
の
裏
面
に
は
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

③
作
品
は
末
発
表
の
も
の
に
限
る
。

④
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側

　
に
帰
属
し
ま
す
。

⑤
入
賞
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、

　
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
応
募
作
品
に
は
富
士
フ
ィ
ル
ム
製

　
品
を
ご
使
用
く
だ
さ
さ
い
。

⑦
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し

　
ま
せ
ん
。

◆
　
賞
　
　
（
各
部
と
も
）

　
特
選
一
点
　
準
特
選
二
点

　
入
選
五
点
　
佳
作
　
五
点

　
努
力
賞
十
点
　
参
加
賞
全
員

◆
結
果
発
表

　
審
査
が
終
了
し
次
第
、
「
み
や
ぎ
県

　
政
だ
よ
り
」
お
よ
び
県
政
テ
レ
ビ

　
番
組
に
発
表
し
ま
す
。

◆
作
品
送
り
先

　
仙
台
市
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
宮
城
県
広
報
課
内

　
　
　
　
　
宮
城
県
広
報
協
会

ご
厚
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す，

5
，
5
・
，
，
p
’
5
・
　

ア
ノ
5
’
F
’
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

ハ

へ￥w￥戦￥践￥w￥』￥￥製￥￥、￥￥w￥、へ￥践￥w￥へ￥

品
目
又
は
現
金

絵
　
画
　
　
　
二
点

（
日
本
画
、
油
絵
）

粉
末
消
火
器

十
五
本

桜
　
苗
　
木

二
十
本

幼
児
用
運
動
マ
ッ
ト

　
　
　
　
　
十
二
台

高
圧
水
銀
灯

三
〇
〇
W
　

一
基

現
　
　
　
　
　
金

一
〇
〇
、
○
○
○
円

寄
附

目
的

大
鷹
沢
公
民
館
新
設
記

念市
役
所
庁
舎
備
付
用
と

し
て

老
人
福
祉
セ
シ
タ
ー
造

園
用

保
育
園
、
白
石
第
二
小

学
校
備
付
運
動
用
具

馬
牛
沼
観
光
地
の
照
明

と
し
て

交
通
遺
児
援
助
資
金
と

し
て

住
所
（
所
在
）

銚
子
ヶ
森
二
十
一

仙
台
市
本
町
二
丁
目

蔵
王
町
字
小
妻
坂
山

東
小
路
二
十
四

白
石
沖
六
十
九

東
小
路
十
九

氏
　
名
（
名
称
）

斎
藤
建
設
㈱

代
表
取
締
役

　
　
　
斎
　
藤

弘
氏

日
本
ド
ラ
イ
ケ
ミ
カ
ル
㈱

仙
台
営
業
所
長

　
　
　
遠
藤
幸
　
一
氏

太
　
田
　
富
　
也
氏

森

敏
　
雄
氏

新
　
海
栄
　
一
氏

十
二
村
盛
　
英
氏

‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
ダ
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
ノ
‘
’
‘
ノ
‘
ノ
‘
’
‘
ノ
‘
’
～
’
‘
’
‘
’
‘
’
～
ノ
ぐ vし、vし￥vし、vし￥vし、vし￥vし￥vし、「帆、vし、vし、▼いL訊、
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繍
中
小
企
業
退
職
金
制
度
舗

㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

繍
　
　
　
－
従
業
員
の
福
祉
対
策
－
　
　
舗

　
中
4
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確

保
は
、
ま
す
ま
寸
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
対
策
の
】
つ
と
し
て

有
効
な
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

の
採
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
労
働
力
の
確
保
に
は
、
賃
金
、
労

働
時
間
な
ど
労
働
条
件
を
、
世
間
並

み
に
保
つ
こ
と
力
必
要
で
す
か
、
更

に
、
従
業
員
は
退
職
後
の
生
活
保
障

を
も
含
め
て
、
安
心
し
て
自
分
の
生

活
を
託
す
こ
と
の
で
き
る
職
場
を
求

め
て
お
り
、
そ
れ
故
に
退
職
金
制
度

の
完
備
が
、
賃
金
・
労
働
時
間
に
劣

ら
ず
、
人
材
の
確
保
に
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

こ
う
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
中

小
企
業
に
、
国
の
援
助
で
大
企
業
な

み
の
退
職
金
を
支
給
て
き
る
よ
ら
に

と
、
国
が
補
助
金
を
出
し
て
制
度
を

運
営
し
、
共
済
方
式
の
採
用
と
退
職

金
に
国
庫
補
助
金
を
付
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
小
企
業
で
も
有
利
な

退
職
金
か
確
実
に
支
給
で
き
る
よ
う

な
し
く
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

◎
制
度
の
し
く
み

　
事
業
主
が
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
団
と
退
職
金
共
済
契
約
を
結
び
、

毎
月
、
従
業
員
一
人
一
入
の
掛
金
を

お
近
く
の
金
融
機
関
に
納
め
ま
す
。

　
事
業
団
は
、
従
業
員
が
退
職
し
た

と
き
に
、
所
定
の
退
職
金
を
直
接
そ

の
従
業
員
に
支
払
い
ま
す
。

◎
制
度
の
特
色

掛
金
は
全
額
免
税

　
毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
、
将
来
、

多
額
の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま
す
し
、

そ
の
う
え
掛
金
は
法
入
の
場
合
は
損

金
、
個
入
企
業
の
場
合
は
必
要
経
費

と
し
て
全
額
免
税
に
な
り
ま
す

、

軸鷺種

O
oa

中咄・金業ε
％

狂犬病予防注射日程

退
職
金
に
国
庫
補
助
金
が
つ
く

　
退
職
金
に
は
国
庫
補
助
金
が
つ
き
、

さ
ら
に
短
期
勤
続
者
よ
り
長
期
勤
続

者
に
よ
り
多
額
の
退
職
金
が
支
払
わ

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
掛
金
は

　
掛
金
月
額
は
四
〇
〇
円
か
ら
四
、

○
○
○
円
ま
で
十
六
種
類
あ
り
、
従
業

員
個
人
ご
と
に
き
め
ま
す
。
掛
金
は
全

額
事
業
主
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
金
融
機
関
へ

　
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、

常
用
の
従
業
員
か
一
人
以
上
三
〇
〇

入
以
下
の
事
業
所
に
限
ウ
ま
す
。

　
申
込
み
は
近
く
の
金
融
機
関
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

金
融
機
関
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工

会
議
所
又
は
商
工
観
光
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　場　　　　所
白石保健所
元柴田自工
鷹（7）巣、菊地忠四郎宅

家畜保健衛生所跡
越河出張所
越河駅前

中斎川集会所
大平分室前
大鷹沢出張所
耳取停留所

白川出張所
白川小学校トナリ小野商店
犬卒都婆公会堂

堂
堂
堂
所

会
会
会
留
所
所

公
公
公
停
張
留

泉小関商店

沢
沢
水
畑
出
停
前
温

戸
戸
清
井
原
町
屋
原

上
下
冷
赤
小
新
石
小

　時　　間
9．00～12．OO

l3．00～15．30

9．00～10．00
、3．OQ～15．00

9．00～11．00
3．00～14．00
9．30～10．30
1．00～12．00
9．00～11．30
3．00～14．00
4．30～15．00
9．30～10．00
0．30～11．00
3．00～13．30
4．00～15．00
9．30～　9．50

0．00～10．30
0．40～11．OO
I、10～1ユ．30

3．00～13．45
4．00～14．20
4．30～15，00
5．IO～15．30

実施月日曜

10月8日（月1

地区別

白石

10月9日㈹白石
10月11日（木〕越河
10月20日（士〕

10月15日（月1

斎川
大平
大鷹沢

10月18日（木1白　月

10月12日（翁ノ」・　原

　
　
堂

　
　
会

目
所
公
所

云
業
郎
詰

下
作
治
先

糖
原
弥
鎌

0
0
0
0

0
0
0
3

0
1
　
2
3

～
～
～
～

0
0
0
0

0
3
3
0

9
0
1
3

10月17日1水）

大綱公会堂
八宮作業所
西区上集会所
南区木須商店
北区木須商
沢、平林商店
福岡分室
川原子停留所
不忘、関商店
蔵王分校うしろ岡部捨男宅
三住開拓農協

9．00～　9．30

9．40～10．10
0．20～10，50
1，00～12．00
9．30～10，00
0．10～1Q．40
3．00～14．30
9．40～10．00
0．20－11，00
1．30～12．00
3．00～14．00

10月13日（土）

10月19日團

10月16日〔幻

福岡

　
消
費
者
の
窓

　
魚
の
汚
染
が
心
配
〃

固
　
魚
の
汚
染
に
つ
い
て
、
T
V
や

　
新
聞
で
報
し
ら
れ
、
私
達
主
婦
は
、

　
不
安
な
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら

　
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

闘
“
河
川
の
汚
染
が
、
海
の
汚
染
に
ま

　
で
広
が
り
、
毎
日
の
食
卓
に
、
の

　
ぼ
る
魚
ま
で
汚
染
さ
れ
て
、
健
康

　
を
あ
す
か
る
、
主
婦
の
方
々
の
悩

　
み
の
種
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
処
す

　
る
た
め
に
、
T
V
や
新
聞
な
ど
に

　
よ
り
、
情
報
を
い
ち
早
く
促
え
て

　
自
分
で
判
断
す
る
よ
う
に
、
又
、

　
諸
官
庁
の
検
査
結
果
に
注
意
の
目

　
を
、
む
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
尚
基
本
的
な
心
得
と
し
て
、
次

　
に
あ
げ
ま
し
た
。

　
①
漁
場
が
規
制
さ
れ
て
い
る
汚

　
　
染
水
域
の
魚
介
類
は
食
べ
な
い
。

②
魚
介
類
に
片
寄
ら
ず
、
野
菜

　
　
や
肉
な
ど
の
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

　
　
れ
た
食
事
を
す
る
。

③
水
銀
含
有
量
の
少
な
い
、
遠

　
　
洋
沖
合
魚
を
、
食
べ
る
。

④
汚
染
さ
れ
易
い
、
ボ
ラ
、
ス

　
　
ズ
キ
、
ア
ナ
ゴ
、
コ
ノ
シ
ロ
、

　
　
カ
レ
イ
、
ナ
マ
ズ
は
、
続
け
て

　
　
食
べ
な
い
よ
う
に
。

⑤
　
汚
染
物
質
は
、
内
臓
脂
肪
部

　
分
に
蓄
積
さ
れ
易
い
の
で
、
で

　
き
る
だ
け
食
べ
な
い
よ
う
に
。

⑥
感
受
性
の
強
い
、
妊
産
婦
や

　
乳
幼
児
は
特
に
ご
注
意
下
さ
い
、

一7一
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［
労
姻
潮

回
四
■
闘
（
内
線
二
九
〇
蚕

　
三
才
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
5
年
4
月
！
日
～

　
　
　
　
30
日
ま
で
の
出
生
者

日
時
1
0
月
23
日
午
後
1
時

場
所
　
白
石
保
健
所

　
三
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
6
月
M
日
～
7
月
n
日

　
　
　
　
ま
で
の
出
生
者

日
時
1
0
月
4
日
又
は
n
日

　
　
　
　
午
後
－
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
4
月
出
生
者

日
時
1
0
月
1
8
日
又
は
2
5
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
十
二
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
年
9
月
出
生
者

日
　
時
　
10
月
22
日
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
妊
　
婦
　
相
　
談

該
当
者
　
9
月
届
出
の
者

日
　
時
　
1
0
月
9
日
午
後
－
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

母
子
手
帳
の
交
付
は
、
一
一
階
衛
生
課

で
行
い
ま
す
、
妊
婦
届
出
書
と

印
鑑
を
、
お
持
参
下
さ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
咳

　
破
傷
風
（
三
混
）
接
種
実
施

該
当
者
　
昭
和
4
7
年
6
月
1
日
ー

　
　
　
　
4
月
30
日
出
生
者

日
時
1
0
月
1
6
日
と
η
日

　
　
　
　
午
後
－
時
～
2
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
成
人
病
検
診

　
蔵
本
、
小
久
保
平
地
区
民
を
対
象

と
し
て
、
成
人
病
（
三
十
才
以
上
六

十
四
才
ま
で
）
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
、
受
検
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

小蔵地
久

保

平本区

月
日
　
会
　
　
　
場

！9

名
　
上
原
集
会
場

ゆ
◎
小
久
保
平
集
会
場

］
團
国
凹
困
（
内
線
二
九
六
番
）

　
住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
十
月
］
日
に
は
、
住
宅
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
住
宅
の
構
造
、
広

さ
、
設
備
、
居
住
室
の
使
用
状
況
な

ど
住
宅
環
境
を
調
べ
て
、
今
後
の
住

宅
建
設
計
画
の
基
礎
資
料
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
心
配
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
調
査
は
抽
出
調
査
な
の
で
選

ば
れ
た
調
査
対
象
家
庭
に
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

團
（
内
線
二
六
二
番
）
　
國
⑤
三
六
六
〇
番

　
住
宅
用
地
の
取
得
と

　
　
家
を
建
て
る
方
は
相
談
を

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
、
用
地

地
域
が
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
都
市
計

画
道
路
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

住
宅
用
地
を
買
わ
れ
る
方
ま
た
家
を

新
築
さ
れ
る
方
は
、
せ
ひ
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

団
圏
圏
（
内
線
三
四
番
）

　
行
政
相
談
目

日
　
時
　
1
0
月
1
3
日

　
　
　
　
午
後
1
時
～
3
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
團
（
内
線
二
三
三
番
）

　
定
期
生
活
相
談

日
時
1
0
月
5
日
・
1
5
日
・
2
5
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
ー
1
2
時

場
　
所
　
市
役
所
　
第
2
会
議
室

圃
⑤
毛
茜
番

　
1
0
月
の
行
事

日
本
舞
踊

茶
道
裏
干
家

和
　
　
　
裁

華
道
池
坊

華
道
小
原
流

料
　
　
　
理

キ
　

タ
　
　
ー

剣
　
　
　
道

1
日
8
日
15
日
2
2
日

2
日
9
日
6
日
3
日

　
　
　
　
1
　
　
　
2

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

4
日
n
日
1
8
日
2
5
日

5
日
12
日
1
9
日
2
6
日

2
日
9
日
16
日
2
3
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

1
日
5
日
8
日
2
日

15

日
1
9
日
2
2
日
2
6
日

2
日
4
日
9
日
1
日

16

日
1
8
日
2
3
日
2
5
日

4
日
1
1
日
2
5
日

　
2
0
日
～
2
1
日

10

月
の
行
事

ピ
ン
ポ
ン

社
交
ダ
ン
ス

益
岡
城
文
化
祭

25　17　16　12　9　　3

日日日日日日

民盆書民書盆
謡栽道謡道栽

・
造
園
・
華
道

・
将
棋
・
囲
碁

・
謡
曲
・
詩
吟

・
将
棋
・
囲
碁

・
造
園
・
華
道

・
謡
曲
・
詩
吟

・
茶
道

・
茶
道

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
大
い
に

　
　
　
ご
利
用
下
さ
い
。

簡
易
水
道
管
理
室
（
内
線
二
五
一
蕃
）

簡
易
給
水
加
入
金
変
わ
る

　
白
石
市
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
加

入
金
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

①
白
石
市
白
川
簡
易
水
道

給
水
管
の
口
径

　
　
　
一
三
粍

　
　
　
二
〇
粍

　
　
　
二
五
粍

　
　
　
三
〇
粍

　
　
　
四
〇
粍

　
　
　
五
〇
粍

　
　
　
七
五
粍

加
入
金
の
額

　
一
三
、
〇
五
二
円

　
六
四
、
5
四
円

　
二
二
、
天
二
円

　
三
一
、
五
四
三
円

　
四
…
一
、
只
六
円

　
八
。
一
、
三
8
円

二
、
二
四
三
、
六
四
。
円

②
白
石
市
小
原
湯
元
簡
易
水
道

給
水
管
の
口
径

　
　
　
＝
二
粍

　
　
　
二
〇
粍

　
　
　
二
五
粍

　
　
　
三
〇
粍

　
　
　
四
〇
粍

　
　
　
五
〇
粍

　
　
　
七
五
粍

加
入
金
の
額

　
　
三
］
、
二
吾
円

　
　
七
四
、
〇
六
二
円

　
一
…
、
八
七
五
円

　
二
八
二
、
八
三
円

　
三
八
三
、
三
五
円

　
五
七
八
、
四
三
七
円

一
、
垂
ハ
、
量
O
円

圏
（
⑤
二
七
四
五
番
）

住
宅
積
金
で

　
　
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を

　
郵
便
局
の
住
宅
積
金
を
ご
利
用
下

さ
い
。
住
宅
の
建
築
を
目
的
と
し
て
、

三
年
な
い
し
五
年
の
期
問
で
、
毎
月

一
定
額
を
総
額
約
四
十
三
万
円
積
立

て
し
ま
す
。
積
立
期
間
終
了
の
一
年

前
か
ら
、
積
立
期
問
経
過
後
二
年
以

内
に
、
住
宅
を
建
築
す
る
と
き
、
住

宅
金
融
公
庫
特
別
融
資
が
一
般
申
込

よ
り
、
最
高
五
十
％
増
の
融
資
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
．

番　医
　　外　　科
刈田　病院⑤2145
宮城　医院⑤2062
加藤（ガ医院⑥2653

刈田　病院⑤2145
朝倉　病院⑤2101
銭谷　医院⑤2010
刈田　病院⑤2145
宮城　医院⑤2062

日当
内科

休
日1曜月

π1α71日硅崎　医院⑤2210

　10祝旦理　医院⑤2355
　14日大沼　医院⑤2502
　21日芭　　医院⑤2410

、、鶉撫簾雛
一阻継霞欝1

編
　
集
後
　
記

　
そ
の
月
の
行
事
を
そ
の
月
号
で
お

知
ら
せ
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
広
報
紙
づ
く
り
に
、
皆
様

の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

一8一

乖
刷
折
　
本
木
印
刷
蓬


